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8ビットマイクロコンピュータ

HMCS6800の周辺+Slとメモリ
MemorY andlnterface LSIFamily of Microcomputer HMCS6800

マイクロコンピュータシステムでの周辺LSIとメモリは,システムの経済性,設

計効率という点から今後のマイクロコンピュータの普及を決する重要な要素である｡

本稿では,最近日立製作所がマイクロコンピュータHMCS6800用周辺LSIとして

開発した専用デバイスコントローラ(FDC,CMTC,CRTC)及びシステムサポート

LSI(DMAC)について技術解説を行ない,合わせてマイクロコンピュータ用メモリ

としてRAM,ROM,EPROMなど,一連の日立メモリファミリの紹介とマイクロコ

ンピュータへの適用指針について述べる｡

周辺LSIは,外付部品を最少化し,使いやすいものとするために,マクロコマン

ド方式,コードセットアップ方式などを導入した｡メモリについては,マイクロコ

ンピュータ用として使いやすいアスペクト比を持つN-MOS,C-MOSRAM,ROM,

EP-ROMなど新製品の充実を図った｡

更に,これら周辺LSI,メモリファミリのシステム的評価の一例として,周辺イ

ンタフェース部の実装規模,価格について従来技術との対比を行なった｡

l】 緒 言

マイクロコンピュータシステムでの周辺大規模集積回路(以

下,LSIと略す)とメモリの重要性は改めて述べるまでもない

が,一例として現二状のマイクロコンピュータシステムでの周

辺回路部のLSI化率が全分野平均で43%(汎用インタフェース

LSI32%,専用インタフェースLSIll%)と低いことなどがそ

の意義を物語っている｡また上記の数字を裏付けるように,

マイクロコンピュータユーザーは現状のマイクロコンピュー

タに対して｢システムの経済性+と｢使いやすさ(設計効率)+の

点で,不十分であると問題を指摘している｡日立製作所のマ

イクロコンピュータHMCS6800は, 多方面より同類系のもの

に比べて使いやすさと経済性の点で良好との評価を得てはいる

が,上記したマイクロコンピュータの全般的背景の中で｢使い

やすさ+と｢経済性+とを更に改善するため,周辺LSIファミリ

とメモリ系列の充実に力を注いできた｡

マイクロコンピュータの周辺LSIは,設計思想と用途から

--一般に次の三つの形式に分芙戻される｡

(1)汎用インタフェースLSI

これは,種々の入出力装置インタフェースの共通基本部分

だけをLSI化したもので,多種の装置への共通利用を可能に

し,LSIの量産効果による低廉化をねらったものである｡し

かし反面,デバイスインタフェースを構成する際に,LSI外

部に付加する個別部品〔集積回路(IC)〕の数が増加するという

欠点がある｡

(2)専用デバイスコントローラ

入出力装置専用に設計されたLSIであり,したがって,外

付コンポーネントが少なくマイクロコンピュータの経済性と

設計効率を向上させるために極めて有効なLSIである｡本稿

で述べるカセットテープコントローラ(以下,CMTCと略す),

フロッピーディスクコントローラ(以下,FDCと略す),CRT
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(Cathode Ray Tube)コントローラ(以下,CRTCと略す)は,

専用デバイスコントローラである｡

(3)システムサポートLSI

優先割込制御回路,Direct Memory Access(以下,DMA

と略す)転送制御回路など,入出力装置とは無関係にシステム

を有効に運用する上で必要な周辺部をLSI化したものであり,

後述するDMAコントローラ(以下,DMACと略す)は,マイク

ロコンピュータ応用システムでは不可欠の要素である｡

臣I HMCS6800周辺LSl

以下に述べるHMCS6800周辺LSIは,現状のマイクロコン

ピュータの問題点を改善するために｢システムの経音斉性と催い

やすさの向上+,すなわち具体的には機能の集積化を進め,外

付コンポーネントのこ最少化を図り,更にマクロコマンド方式

の採用によるソフトウェア設計の効率向上を主軸として開発

された｡更に,集積化による機能の硬直化に対しては,マイ

クロプログラム方式,コードセットアップ方式の採用で対処

した｡

2.1CMTC(HD46502)

カセットテープは,マイクロコンピュータ用の安価な補助

記憶装置として帯要が期待されている｡CMTCはカセットテ

ープを利子卸するためのインタフェースLSIであり,ISOに準拠

した記録フォーマットとデータ変調方式(Phase Modulation)

を採用している｡カセットテープ装置の仕様は各社各品種間

でばらつきがある｡CMTCでは基本的な制御回路を除き大半

の機能をマイクロプログラム制御方式〔Read-Only Memory

(以下,ROMと略す):160バイト内蔵〕を採用して各機種間

の仕様のばらつきを吸収し,更に機能の柔軟化を図った｡次に

ソフトウェア設計の効率化を果たすために,マクロコマンド
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表I CMTC(HD46502)のマクロコマンド ヵセットテープを操作

する各マクロコマンドは,lバイトのデータとしてプロセッサからCMTC内部

のコマンドレジスタにセットされる｡

CMTC内のROMを変更して.マクロコマンドを新設することも可能である｡

マクロコマンド

の種頼

ニーモ

ニック
マ ク ロ コ マ ン ド の 機能

Set Joad
SJP

テープのスタートポイント(BOTの位置)にイニシ
Point ヤライズする｡

Write

WOB

所定のブロックギャップを確保Lたのち,lプロ

0ne【引ock ックデータをテープに書く｡ブロック長はデータワ

-ドカウンタにソフトで与える｡

Read
ROB

プリアンブルを検出L,lブロックのデータをテ

0ne B10()k
-プから読み出す｡

Writ8 File
WFM

所定のブロックギャップを確保Lたのち,ファイ

Mark ルマークをテープ上に記録する｡

Skjp
SOB

l二7ロックのデータをスキップ(言禿みとばし)して

0ne Blook 停止する｡

Reverse
REV

逆方向にlフロック長テープを巻きもどLて停止

0ne B10Ck する｡

Sear(〕h

FileMa｢k
SFM

ファイルマークを検出するまでテープを前進させ.

ファイルマークを検出するとファイルマーク直後

のブロックギャップ中に停止する｡

Erase ERS 約3in長の記録を消去して停止する｡

Rewind RWD

テープを高速で巻きもどL,BOTの点で停止する｡

したがって,巻きもどL時のSLPがこのマクロに

包含される｡

Reverse
RVE

テープを逆‾方向に巻きもどLながら記≡録を消去す

Erase る｡

HighSpe〉ed

Sea｢ch
HSS

高速走行でファイルマークをサーチする｡ファイ

ルマークが検出されると停止する｡SFMの高速化
である｡

方式を採用した｡マクロコマンド方式とは,カセットテープ装

置の作動時のシーケンスを分析し,マクロな機能として基本

操作を分類定義するものである｡定義された基本操作をマク

ロコマンドと呼び,ソフトウェアはこれら定義されたマクロ

コマンドをCMTCに対■して発行すればよい｡マクロコマンド

を実行するための細部の制御は,LSI内部で行なわれる｡表

lはCMTCで定義された11種のマクロコマンドの概要を示す

ものである｡図1にCMTCの機能ブロック図とインタフェー

ス信号名とを記載したが,カセットテープ装置側のインタフ
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エースは,マイクロプログラムで自由に変更が可能である｡

以上から分かるように,従来ソフトウェアで制御されてい

た機能部分がハードウェア化され,また,外付回路を用いて

機能の柔軟性を保っていた部分がROMとして集積化された｡

CMTCの持っている主要機能を次に挙げる｡

(1)テープの走イテ削御(停止,作動,前進,後進,高速及び低速),

(2)プリアンブル･ポストアンブルの生成と検出,(3)書込み･

読出しデータの変復調とフォーマッティング,(4)Cyclic Redu-

ndancy Code(以下,CRCと略す)の生成と診断,(5)ブロック

ギャップの確保,(6)カセットテープ装置2台接続可能,(7)DMA

インタフェース内蔵,(8)高速サーチ機能,(9)各種エラー情報

の表示,(1q)データ転送の同期化信号の発生

以上により経済性と設計効率の高いインタフェースを構成す

ることができる｡

2.2 FDC(HD46503)

FDCはフロッピーディスク制御用LSIである｡現在各社の

フロッピーディスクは,その90%がフォーマット,記録形式

でIBM3740とコンパチブルに統一されているため,カセット

テープ装置に比べフロッピーディスクは各社各機柱間の仕様

のばらつきが少ない｡このため,FDCではチップ面積効率と

高速性の点で有利な直接配線制御方式を採用し,機種間に存

在するベッド移動時間,セットリング時間などの仕様のばら

つきをロ及収するためにマイクロプログラム制御方式に代えて

コードセットアップ方式を採用した｡図2にFDCの機能ブロ

ック図を示す｡

またFDCのマクロコマンドは,表2に示したようにCMTC同

様,フロッピーディスクの各種の操作様式を基本動作に分解

し,ユーザーにとって最も使いやすい基本操作として才由出定

義したものである｡マクロコマンドとして特徴的な機能は,

マルチセクタ操作用マクロにより論f里的に連続するセクタを

最大26セクタまで単一マクロで操作できること,及びフリー

フォーマット操作用マクロを持ってし､ることなどである｡フ

リーフオ【マット機能を利用して,フロッピーディスクシート

上のトラックのイニシャライズを行なうことができる｡FDC

の持っている主要な機能をまとめて次に述べる｡

マイクロ命令

デコーダ及び

制御レジスタ
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直並列./

並直列

変換部
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チニッカ

フォーマックー
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エンコーダ
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CMTC(HD46502)

+

1幾能ブロック図

CMTCは内部に160/ヾイトの

ROMを持ち,カセットチーフP

の仕様の変更,機能の柔卓欧性

を実現できる｡
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制 御 部

(1)ヘッド操作制御(ヘッドの移動方向,移動時問,セットリング

時間など),(2)アドレスマークを含めた書込み･読出しデータの

変復調とフォーマッティング,(3)CRC〔ID(Identification)

部,データ部〕の生成と検出,(4)データ転送のための同期化信

号発生,(5)各種エラー情報の表示,(6)DMAインタフェ【スの

内蔵,(7)IDパートの検索とアドレス照合,(8)アドレスマー

クの生成と検出,(9)記≦緑ギャップの確保,(1¢)マルチセクタ操

作,(11)トラックのイニシャライズなど｡

表2 FDC(りD46503)のマクロコマンドとその概要 フロッピーデ

ィスクを操作する各マクロコマンドは,レヾイトのデータとしてプロセッサか

らFDC内のコマンドレジスタにセットされる｡FFWを用いてトラックのフォー

マッティングが可能となる｡

マクロコマンド名
ニーモ

ニック
マク ロ コマンドの機能

Se8k Track Zero STZ ヘッドをトラックゼロの位置までシークする｡

Seek SEK 指定したトラックへへツドを移動する｡

SingleSeoto｢Write SSW 指定Lたセクタにlブロック(128B)のデータを
記録する｡

Slng‡eSecto｢W｢it()

WithDelet8Data

Ma｢k

SWD
指定Lたセクタにデリートデータマークを付加

Lて,lブロックデータを記金蔓する｡

Sin9leSecto｢Read SSR
指定Lたセクタよりl:ブロック(128B)のデータ

を読み取る｡

Read CRC RCR 指定LたセクタのCRCチェックを行なう｡

Multi-Se()tO｢Wrlte MSW
指定Lたセクタから論理的に連続するNセクタに

データを記毒童する｡Nば指定可能

Mult卜Sector Read MSR
指定Lたセクタから論‡里的に連続するNセクタか

らデータを読み出す｡Nは指定可能

Free Format W‥te FFW
lBMフォーマットを無視して,任意のパターン

をペた書きする｡

Free Format R()ad FFR
記録フォーマットに関係なくすべての記録情報

を読み出す｡
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図2 FDC(HD46503)

機能ブロック図 FDC

はIBM3740コンパチブルに作

成されヘッドのロード時間,

セットリング時間はセットア

ップレジスタを用いてプログ

ラマフルである｡VFO回路だ

けを外部に設ける｡

なおVFO(Variable Frequency Oscillator)回路はLSI上

に集積化されていないので,フロッピーディスクドライブ,

又はその外部に実装しなければならない｡

2.3 CRTC(HD46505)

CRTCはラスタスキャンの偏光系を持つCRTとマイクロプ

ロセッサとを結合するためのLSIであー),基本的には,外部

から1文字表示一挙位のタイ ミング信号を受け,これをもとに

指定された各種の制御タイミングを発生するものである｡特

にこのCRTCは,表3に示すように多種多様な表示形態に容

易に対応できるような制御タイ ミ ングのプログラマビリティ

を持っていると同時に,図3から分かるようにディスプレイ

としてプロセッサの処理能力を最大限に発揮できるようなデ

ータストラクチャを提供することを目的に開発きれている｡

このCRTCの特長は図3から明らかなように,デュアルポ

ートのワークメモリ〔Random
Access Memory(以下,RAM

と略す)〕を前提としていることで,同図のような楕一成にする

ことによr)ディスプレイとして次のような効果が期待できる｡

(1)プロセッサの70ログラム動作と表示のためのリフレッシ

ュ動作を完全に時分割にできるので,プロセッサの処理能力

を損なうことがない｡

(2)プロセッサのワークメモリ(RAM)から直接リフレッシュ

できるので,従来必要であった表示専用のラインバッファ,

DMA制御回路などが不要となる｡

(3)リフレッシュデータのワードフォーマットの自由度が大

きい｡容易に8ビット以上にできるので図形とか漢字表示に

対するコードの拡張,あるいはカラー,輝度など表示機能の

拡張が容易である｡

2.4 DMAC(HD46504)

DMAデータ転送は,プロセッサを介在せずにメモリ と入出

力装置間で直接データ転送を行なう技術であり,マイクロコ

ンピュータ応用システムでは不可欠のシステム技術要素にな

りつつある｡図4にDMACの内部構成ブロック図を示す｡こ

れより明らかなように,DMAC(HD46504)は次のような機能
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的特長を.持っている｡

(1)LSI内に4個のDMAチャネルを持ち,したがって,4台

の入出力装置のDMAデータ転送を制御できる｡

(2)各チャネルは,個別にアドレスレジスタ,データカウン

トレジスタを持っているのでチャネル間の同時転送が可能で

ある｡

(3)入出力装置の性質(転送速度,転送容量及び応答時間)に

よって,3種のDMA転送モード(高速転送可能なHALTバー

lト州イミング制御回路

アドレスバス
キャラクタ

タイミング
トットタイミン

‾イト

プ
口

セ

ツ

リフレッシュ

アドレス叫

リフレッシュ

一 号⊂コ

7

ビデオデータ
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.a｢ヲ

(H呂雷品5)カーソノ
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E

オ

回

粍

ゝ

ラスタ寺号

ラクタ

レーク

サ 品トタ CRTへ

路

データパス

グ

ベンより

図3 CRTC(HD46505)の使用例 CRTCはRAMをリフレッシュメモリ

として使用するので,システムの自由度が高くDMA転送が不要である｡

クロック

(1MJz)リセット ＋5V アース端子
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1
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1
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制 御 部

DMA

要 求

制御部

データバッファ

優先制御レジスタ

割込制御レジスタ

デ…タチェイン

籠1j御レジスタ

ストモード,高速応答可能なTSCモード及び低速応答低速転

送が許されるHALTサイクルスチールモード)を選択できる｡

(4)▲最大転送レートはシステムクロックが1MHz(HMCS

6800標準クロック)の場合に1Mバイト/秒とミニコンビュニ

タ並みの高速転送が可能である｡

表3 CRTC(HD46505)のプログラマブル機能 cRTCはプログラマ

ビリティが極めて高いので,各種の仕様を持つラスタスキャン形デイスプレイ

に適用可能である｡

転送要求及び

転送応答制御部

チャネル制御レジスタ恥

チャネル制御レジスタ拝l

チャネル制御レジスタ♯2

チャネル制御レジスタ♯3

アドレスレジスタ

丑0 上位 下位

土1 上位 下位

士2 上位 下位

ヒ2 上位 下位

インクりメンタ/テクリメンタ

アド レ ス バ ッ フ ァ

上位
11

アドレスバス

下位

転送終了

制御部

テ ク リ メ ン タ

♯0 上位 下位

卓1 上位 下位

土2 上位 下位

士3 上位 下位

データカウントレジスタ

レジスタ選択

マルチプレクサ

データアクセス

制 御

チップ選択/転送応答B リード/ライト

‾‾‾｢

l
転送要求0

転送要式1

転送要求2

転送要求3

転送応答A

転送同期

タイミング

割込要求及び

転送終了

1

1

1

1

1

1

l

_+

図4 DMAC(HD46504)の機

能ブロック図 DMACは4チ

ャネルをサポートL,チャネル別コ

ントロールレジスタ4本と全チャネ

ル共通コントロールレジスタ3本に

より多様な機能を実現できる｡
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プロセッサ

Ⅰ′/0コントローラ

イニシャライズ

ビジー

NO

DMACビジーか7

レディー

メモリアトレス
転送語数などを

DMACにセット

Ⅰ./0コントローラヘ

起動

DMAC

I

l

l

l

チャネルコントかノレl
し空空丈◆l

l

l
アドレスレジス久

′くイトカウンタレジスタ!
チャネルコントq-ル
レジスタのセ･7ト

マクロコマンド

nH

ン■

-

■

-

■■1

一
-
■
■

-

■

コ0 ーーノー

⑤

転送要求

転送要束=り

ロMA要束

DMA要束=1か?

YES

バスアベイラ刀レを
DMACへ直送
アドレスパス
データバス

リード/ライト線
をハイインピーダ

ンスにする｡

DMA要求=0か?

YES

NO

NO

DMACよりの

割込要求=0か?

YES

DMA終了処理

⑥

YES

プロセッサヘ

DMA要戎信号を発生

DMA許可
⑧

転送応答をⅠ/0
に返嵐メモリア
ドレス,lトド/ライト

転送同期信号送出

′叫卜カウントレジスターヤ

アドレスレジスタ土1

バースト./スチール

DREOH↑解除

BCR=0

YES

Ⅰ′/OCへ終了送出

IROをプロセッサヘ送出

NO

NO

転送要求を

DMACへ出す

メモリと

データ転送

転送終了

YES

NO

DEN[)

モ
ー
■
一
-
･
-
-

-

-

-

I-

-

-

-

-

■■

-
.
■

-
一
t
-

メ

Ⅰ′/OCと

データ転送

図5 DMA転送時のシステム動作フロー (りTXREO:TRANSFER

REOUEST,(Z)TXACK:TRANSFER ACKNOWLEDGE.(3)DREQ:DATA

REQUEST,(4)DGRNT:DATA GRANT,以上4本の信号がデータ転送を制

御する主要信号である｡

(5)チャネル間の優先制御として固定優先モード,ローテー

ト優先モードを持ち,更にソフトウェアにより子ャネルごと

に一転送サービスの禁止モードが準備されている｡

(6)転送に関して多重データチェーン機能を持っているので,

メモリ Lの分一散データを連続転送Lたり,l司一データをリ ピ

ート転送することが可能である｡

(7)メモリアドレスの＋1/-1双方向への1更新が可能である｡

(8)外付IC数は1チャネルサポート時で2イ臥 4チャネル

サポート時で5個と少ない｡

図5はDMAデータ転送でのシステムの動作フローを,DMAC

のインタフェース動作を中心に記述したものである｡また図

6はDMACを用いたHMCS6800マイクロコンビュ【タンステ

ムの-
一例を示すものである｡この例では,人出プJ装置として

フロッピーディスクを想定しており,したがって,そのf別御

部には前述したFDCを使用する｡FDCとDMACは外付IC

なしで直接結合できるようにLSI設計されている｡またTSC

(TrトState Control)モ【ドのDMA転送を行なうためには,

HMCS6800用クロック発生LSI(HD26501)を使用する必要

がある｡FDC,CMTCなどの人亡11カインタフェース回路は,

プロセッサからの才旨令に基づきDMACに対してDMA転送要求

を発したのち,DMACより転送応答を受け取って,メモリと

入出力装置間のデータ転送を行なう｡DMA転送中はデータ転

送に必要なメモリアドレス,VMA(Valid Memory Address)

信号,R/W(Read/Write)信号などはプロセッサに代わって

クロック

¢1¢2

プ｡セッサ ≡等で茸蕊や､上 かL 伽(

iL芸ミ土書芸
(HD48800)

州醐

⑥
+
憎
謂
佃

アドレスバス

データ/(ス

り【ド/ライト

〉MA

割込要束

⊂二〉
く′つ

ト 〃ロク

l訂

誓
:喜

⊂⊃

⑥
幣
鰍
茎
巳
-
肘
卜
+
星

アドレスパス

データパス

転送要束如

転送要凍土1

転送要求丑2

転送要菜♯3

割込要末′/転送紆了

転送応答A

チップ蓮釈./
転送応答巳

リード/ライト

DMAC

軒
蛭
野
匝
澗
膿

メモリ

チ･ノブ選択

データバス

イネイブル

デ¶タバス

転送要式

lトド/ライト

イネイブル

チ･7プ選択

転送終了

転送応答

割込要求

0
1
2
3

‥
耳
止
-
}
叶
【

S
ハ一U

⑧

⑧

(HD46う04)クロック

図6 DMAC,FDCを用いたHMCS6800システムの一例 DMAC

のチャネル♯0にFDCが接続されているが,同様の3個のチャネルに他のl/0

デバイスが接木売される｡

DMACから禿せられる｡図5,6中に記された番号は,その

動作内答と使用信号線の関係が対応づけられている｡

8 LSlメモリファミリ

ICメモリは,マイクロコン百ユータ･システム構成上で

は周辺LSIと並び重要なシステム構成要素で,大部分はNチ

ャンネルシリコンゲートプロセスで作られたLSIである｡シ

ステムの性格に応じて,容量,構成,アクセス時間,実装密

度,電源,ビット単価などを考旛､に入れた,ICメモリの品

種の選択が必要である｡

プログラム･メモリとしてのROMは,8ビット構成が必要で

あり,インタフェースはTTL(Transistor-Transistor Logic)

コンパチブルであること,電源も5V単一一電源であることが要

求される｡日立製作所でほ,EP-ROM(Electrically Progra-

mmable Read Omly Memory),MASK-ROMとも8ビット

構成のものを系列化している｡

データ･メモリとしてのRAMは,ノト規模システムの場合と

大規模システムの場合とではRAMの選択に差異があるが,′ト

規模システムの場合にはスタティックRAMが好ましく,構成

も8ビットニえは4ビット構成のものが必要となる｡大規模シ

ステムの場f㌢には,実装密度及びビット当たりのコストを重

視する点から16ピンの4Kビット又は16Kビットのダイナミ

ックRAMを使用することが好ましい｡

また記憶情報の不揮発性のためには,バッテリー･バックア

ップ可能な
ComplementaryMeta10xide Semiconductor

(C-MOS)･RAMが必要となってくるが,日立製作所のIC

メモリでは,システムの多様な要求に応じられるよう表4に

示すようなN-MOSスタティックRAM,C-MOSスタティック
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表4 日立MOSメモリ系列 HMはRAMを表わL,HNはROM又はEP-ROMを･表わす｡また先頭数字が"4･･

はN‾MOS又はC-MOSを表わし,"3■■はP-MOSを表わす｡

区 分 品 名 容量(bit)
構 成

(WordXbit)
外 形

アクセス時間

(ns)

サイクル時間

(ns)
電 三原(∨) 他社相当品

N-MOS

StaticRAM

HM452102-3

l′024 l′024×l 16ビンDIP

350 350

＋5
(2102A)

HM452102-4 450 450 (Z102A-4)

HM46810A l′024 】28× 8 24ビンDIP
1

450 450 十5 MCM6810A+

HM472114 4.096 l.024×4 柑ピンDIP 200へ-450 200～450 ＋5 2114

C-MOS

StaticRAM

HM435101

l′024 256×4

650 650

＋ 5

5=)lL

HM435】Ol-1 22ピンDIP 450

650

450 5101L-1

HM435101V 650

HM4315 4,096 4′096×l I8ピンDIP 300ん†450 300～450 ＋5

N-MOS

DynamlC

RAM

HM4了04-1

4′096 4.096×l
200 375

＋ほ,＋5,-5

MK4027-3

HM4了04-2 250 425 MK4D27-4

HM471卜l

4′096 4ノ096×l

13D 290

＋12,十5.･-5HM47】卜2 22ピンDIP 150 3ZO

HM47t卜3 ;200
l

1200

380 2107B.TMS4060-2

HM4716-3

16′384 椅′384×l

375

＋12.＋5,一5
HM4716-4

■

250

2ふピンD■Pi-.008

3了5

EP-ROM

HN351702A 2′048 256×8 l′000 ＋5,-9 1了02A

HN462708 8.1g2 l,024×8
24ピ竺■Pl

450 450 ＋12,十5,-5 2708

Mask-ROM

HN46830A

HN46532-2

8,柑2 l.024×8 24ピンDIP!500

1450

50() ＋ 5 MCM683DA+

l32･768
4,096×8

450

＋ 5
HN46532-3

2
′/DIP

65(〕 650

RAM,N-MOSダイナミ
ックRAM,EP-ROM及びMASK-

ROMと豊富な品種系列を用意している｡

3.1 RAMファミリ

小規模システムにはスタティックRAMが適している｡それは,

ダイナミックRAM特有のクロックやリフレッシュ回路を必要と

せず,またインタフェースが容易でイ吏いやすいためである｡日立

製作所のスタティックRAMの系列は,すべて5V単一電源で

あり,電卓原コストの面で小規模システムの場合には有利となる｡

1Kバイト以下のシステムにはHM46810A(128語×8ビッ

ト),2Kバイト前後のシステムにはHM452102(1,024語×1

ビット),又はHM472114(1,024語×4ビット)などのスタテ

ィ ックRAMを使用することが適当である｡2～16Kバイト程

度のシステムには,スタティックRAM HM472114,又はダイ

ナミックRAM HM4704(4,096語×1ビット)を,16Kバイト

以上のシステムにはダイナミックRAM HM4716(16,384語×

1ビット)を使用することが適当と思われる｡

また低消費電力が必要な場合には,HM435101(256語×1

ビット)及びHM4315(4,096語×1ビット)などのC-MOSスタ

ティックRAMを用意しており,バッテリー･バックアップに

よって記憶情報の不揮発性化が可能である｡

3.2 MASK-ROMファミリ

マイクロコンピュータシステムでは,プログラムをMASK-

ROMに格納するのが一般的である｡日立製作所のMASK-ROM

には,小規模システム用としてHN46830A,大規模システム

用としてHN46532がある｡

HN46830Aは1K語×8ビット構成で,4本のチップ選択

端子を用いて16Kバイトまで拡張できる｡またモトローラ社

のMCM6830ALと完全コンパチブルである｡

HN46532は4K語×8ビット構成の32KビットMASK-ROM

でRAMの回路技術を応用して,高速,低消費電力,大容量を

実現した｡4本のチップ選択端子を用いて最大65Kバイトま

で拡張できる｡なお両品種とも入出力はT2L直結が可能である｡
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3.3 EP-ROMファミリ

日立EP¶ROMには256語×8ビット構成のHN351702Aと1

K語×8ビット構成のHN462708とがある｡いずれもFAMOS

(Floating Gate AvalancheInjection MOS)構造のメモリセ

ルから成り,紫外線(2,537Å)照射により記憶内答を消去し,

電気的に書き替え可能な読出し専用メモリである｡記憶情報

の保持特性を良好にするために高温でのスクリーニングを実

施し,高信頼性を確保している｡HN462708は,Nチャネル

SiゲートMOS,HN351702AはpチャネルSiゲートMOSプロ

セスを月■トーているが,いずれも入出力はT2Lコンパチブルで

あり,使いやすくできている｡

切 結 言

マイクロコンピュータHMCS6800用周辺LSIとして新規開

発した4品種(CMTC,FDC,CRTC,DMAC)とRAM,ROM,

EP-ROMなどメモリファミリについて述べた｡最近は従来の

沙L用インタフェースLSIに代わって専用デバイスコントロー

ラの開発動向が強まっているが,日立製作所で今回開発した

FDC,CMTCなど専用インタフェースLSIの完成により,入

出力インタフェースの実装規模,価格は従来の個別ICを用

いた場合に比べて志～去,また汎用インタフェースLSIを用

いた場合の-を～一主に改善された｡またメモリファミリについ

てもN-MOSダイナミック,C-MOSスタティ ックRAMをは

じめとしてEP-ROM,MASK-ROMなど,系列の強化とマイ

クロコンピュータ用メモリ と してイ吏いやすいアスペクト上ヒを

持つファ ミリの充実を図った｡

今後は,マイクロコンピュータの真の普及を目指してユー

ザーの要望に応ずるため,技術の革新と新製品の開発に努力

Lたいと考える｡

最後に本開発に際し種々御指導,及び御技月力いただいた関

係各位に村し深謝する次第である｡




